
 

 

 

 

 

博物館勤務が長くなるとたいていのものでは驚かなくなるのですが、それでも数年に一度

くらいはぶったまげるようなものに出会います。このセミもそのひとつでした。2020年8月、

「名前のわからないセミを捕まえたので見てほしいのですが」という電話が始まりでした。

このあたりで捕れるセミは数種しかいないので見ればわかるだろうと安易に構えていました。 

翌日、ほぼ全身がオレンジ色のセミを見せられた時は一瞬頭が混乱しました。標本はもと

より図鑑でも見たことがないセミだったのです。しかも生きていました。それをつかんだ時

の鳴き声を聞いて、やっとクマゼミの特異な色彩変異個体らしいことに気が付きました。 

今までにまったく前例のない発見となり、専門雑誌の表紙を飾ることになりました（Cicada、 

vol.27. no.1)）。 

 

オレンジ色のクマゼミ（岡山市産、上：背面；下：腹面）． 
 

博物館ホームページには 

いろんな情報がいっぱい♪ 

『倉敷市立自然史博物館』で

検索してみよう！ パオより 

パオちゃんズアイ👀に関するお問い合わせは 

 

倉敷市立自然史博物館 

〒710-0046 岡山県倉敷市中央 2-6-1 

電話:(086)425-6037 FAX:(086)425-6038 

E-mail:musnat@city.kurashiki.okayama.jp 

標本は特別展「倉敷市立自

然史博物館の秘蔵お宝展」

（令和５年７月 15日～10

月９日）で展示予定です。 


